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論文内容の要旨

本論文は高透磁率で高飽和磁化を有する非品質軟磁性合金の開発，特性改良の為の熱処理万法及び諸

特性の安定性に関する研究をまとめたものであり 8 章より成る。

近年超急冷法に関する研究が盛んになり，一定リボン形状でかっ軟磁性を示す非品質合金が得られる

ようになった。又スパッタ一法等による非品質合金膜の研究も始まり，現在これら非品質磁性合金を用

いたトランス，磁気ヘッド センサ一等の応用研究が精力的に進められている。しかしながら未だこれ

ら合金には特性の安定性の他高透磁率と高飽和磁化を両立させうる合金系の開発，耐蝕性，耐摩耗性の

改良等の解決すべき問題が残されている。第 1 章においては非品質合金開発の歴史的背景と本研究の目

的である上述の問題点解決の為にとったアプローチの万法をまとめて示した。

まず第 2 章では超急冷法及びスパッタ一法による非品質合金の作成法，及び種々のパラメーターのそ

の特性，形状 l乙及ぼす効果を明確にした。続いて第 3 章においては得られた非品質合金の非品質化判定

法，諸物性の測定万法について述べた口

第 4 章では，まずメタノレーメタロイド系非品質合金のうち特に磁歪零系の Co -Fe -Si -B 系の飽和

磁化 Bs ，キュリー温度 Tc ，結晶化温度 Tx等の諸物性の組成依存性を明確にした。又この系への種々の

添加物効果を検討した結果， Mn の適当量の添加が Tcを下げ Tx ， Bs を増加させるのに効果的である事

を発見し，これにより普通の熱処理により高透磁率を得る為の条件 Tc くTx を満足しかっBsの高い非

品質合金を得る事が可能になった事を示した。又上述の Tc<Tx の条件を満足しなくても高透磁率を得

る為に開発した回転磁界中熱処理万法 CR.M.A.) ，垂直磁界中熱処理方法及びこれらを組合せた 2

段階熱処理方法についてその熱処理条件を明確にした。次にメタノレーメタル系非品質合金としては新た
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に開発した Co-Nb を主成分とする合金系の諸特性の組成依存性を示し，乙の系においては零磁歪系と

しては最大の飽和磁化 Bs;:: 14, 000 Gauss が得られる他，何ら Crの添加なしでも優れた耐蝕性を示し，

かつ耐摩耗性もメタルーメタロイド系よりも良好な為 V. T. R. ヘッド材として有望である事を示した。

又あわせてスバッター膜の磁気特性改善の為の磁界中熱処理万法についても言及した。

第 5 章ではこれら非品質合金の磁気特性の安定性，特 l乙透磁率の経時変化について詳細に検討を行な

い，透磁率の劣化は非品質合金リボン及び合金膜面内に誘導磁気異万性が生ずる為である事を示し，

N馥l-Taniguchi の理論を用いて実験データを解析しその緩和時間，活性化エネルギーを求めた。これ

ら磁気特性の経時変化は実用上問題であるので，安定性の改良の為に行なった外部磁界，外力及び作製

法の安定性に及ぼす影響について議論し，その改良方法を示した。

第 6 章では磁気ヘッドへの応用を考える際，重要な因子となる非品質合金の耐蝕性・耐摩耗性に関す

る考察と標価方法を示した。

第 7 章では開発した非品質合金の応用例として小型トランス，磁気ヘッド，センサ一等について簡潔

に述べた。

第 8 章には得られた結果を整理して結論として示した。

論文の審査結果の要旨

本論文は高透磁率で高飽和磁化を有する非品質軟磁性合金の開発，特性改良の為の熱処理方法，及び

諸特性の安定性に関する研究を纏めたものである。

まず著者は超急冷法及びスパッタ一法による非品質合金の作成法における種々のパラメターの合金特

性に及ぼす効果を総合的に明らかにした。それに基いて， Co-Fe-Si-B 合金に Mn を添加して，キ

ュリー温度を下げ，結晶化温度と飽和磁化を増加させるのに成功し，また高透磁率を得る万法として，

回転磁界中熱処理法，垂直磁界中熱処理法及びそれらを組合せた二段階熱処理法を開発して材料特性を

格段に飛躍させた。

Co-Nbを主成分とする零磁歪合金をも開発し，高い飽和磁化( Bs 竺 14， 000 Gauss )と Cr 不在で、の

優れた耐食性と良好な耐摩耗性を得た。これら非品質合金の磁気特性の安定性については，膜面内 l乙誘

導磁気異方性が生じる現象を見出し，実験データを理論的に解析して，緩和時間，活性化エネルギーな

どを求め，その改良方法を示した。

以上の研究は実用性の高い非品質軟磁性合金の開発のみならず，製法，処理方法に関しての基礎的・

一般的な新しい知見を通じて，乙の分野に大きく貢献し，従って博士論文として十分の価値があると認

める。
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